
＃１９８：内閣府の「ムーンショット計画」は頓挫、
敵は同士討ちで滅ぶ 

●聖書表面テキストとの交差箇所 士師記 18:12 上って行ってユダのキ

リアテ・ヤリムに陣を張った。このゆえに、その所は今日までマハネダンと呼ば

れる。それはキリアテ・ヤリムの西にある。 18:13 彼らはそこからエフライムの山

地に進み、ミカの家に着いた。 18:14 かのライシの国をうかがいに行った五人

の者はその兄弟たちに言った、「あなたがたはこれらの家にエポデとテラピムと

刻んだ像と鋳た像のあるのを知っていますか。それであなたがたは今、なすべ

きことを決めなさい」。 18:15 そこで彼らはその方へ身をめぐらして、かのレビ

びとの若者の家すなわちミカの家に行って、彼に安否を問うた。 18:16 しかし

武器を帯びた六百人のダンの人々は門の入口に立っていた。 18:17 かの土

地をうかがいに行った五人の者は上って行って、そこにはいり、刻んだ像とエ

ポデとテラピムと鋳た像とを取ったが、祭司は武器を帯びた六百人の者と共に

門の入口に立っていた。 18:18 彼らがミカの家にはいって刻んだ像とエポデ

とテラピムと鋳た像とを取った時、祭司は彼らに言った、「あなたがたは何をな

さいますか」。 18:19 彼らは言った、「黙りなさい。あなたの手を口にあてて、わ

れわれと一緒にきて、われわれのために父とも祭司ともなりなさい。ひとりの家

の祭司であるのと、イスラエルの一部族、一氏族の祭司であるのと、どちらが

よいですか」。 18:20 祭司は喜んで、エポデとテラピムと刻んだ像とを取り、民

のなかに加わった。 18:21 かくて彼らは身をめぐらして去り、その子供たちと家

畜と貨財をさきにたてて進んだが、 18:22 ミカの家をはるかに離れたとき、ミカ

は家に近い家の人々を集め、ダンの人々に追いつき、 18:23 ダンの人々を呼

んだので、彼らはふり向いてミカに言った、「あなたがそのように仲間を連れて

きたのは、どうしたのですか」。 18:24 彼は言った、「あなたがたが、わたしの

造った神々および祭司を奪い去ったので、わたしに何が残っていますか。し

かるにあなたがたがわたしに向かって『どうしたのですか』と言われるとは何事
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ですか」。 18:25 ダンの人々は彼に言った、「あなたは大きな声を出さないが

よい。気の荒い連中があなたに撃ちかかって、あなたは自分の命と家族の命

を失うようになるでしょう」。 18:26 こうしてダンの人々は去って行ったが、ミカ

は彼らの強いのを見て、くびすをかえして自分の家に帰った。 18:27 さて彼ら

はミカが造った物と、ミカと共にいた祭司とを奪ってライシにおもむき、穏やか

で、安らかな民のところへ行って、つるぎをもって彼らを撃ち、火をつけてその

町を焼いたが、 

●テキストの意味 エフライム族の男。預言書「ミカ書」の著者とは別

人である。士師の時代のイスラエルでは、人々は部族ごとに土地を求

めたり守ったりする戦いを続けていた。いわば権威が衰退した時代で

あり、人々は善も悪も行った。ミカは、そのような時代の典型的な人物

だった。 彼はエフライムの山地に住み、自分の神殿さえ持っている

ほど信仰心が強かったが、あるとき母が大事にしていた財産の銀を

盗むという罪を犯した。 母が嘆くと彼はすぐに告白して銀を返した

が、その後でその銀を使って神の彫像と鋳像を作り、禁じられていた

偶像崇拝の罪を犯した。 また、旅のレビ人が訪れてくると、ミカはそ

の男に給料を払い、祭司として雇った。 このように、ミカは彼なりに

敬虔でありながら、無意識に罪も犯しながら暮らしていた。 ところ

が、ある日、土地を求めて移動するダン族の人々がやって来ると、ミ

カの神殿を見て、神の彫像と鋳像の他にレビ人の祭司までも奪い

去ったのである。 ダン族の人々は、信仰心からそれらを奪ったのだ

が、このためにミカがすべてを失ったことは確かだった。士師の時代

にはこうした事件がよく起こったのである。 http://flamboyant.jp/

bible/bib098/bib098.html 

●テキスト解釈とマトリクス解説 「よりによって此処に暗号化!?」との

場面にしばしば遭遇するが、この士師記の「ミカ家とダン族の記録」

は上記のように理解しにくい箇所だ。解釈も迷う。加えてキーワード

のマトリクス配列が表の端に寄りすぎていて主要なキーワードを検索

できない。ただ一部検出した「技術」「プリム祭」は有意と思う。ムーン

ショット計画は技術的には人類最新技術の最終到達点とも言うべき

ものだが、首謀者DSの性根/策謀が邪悪すぎ、神の忍耐の限界を超

え、「プリム祭」という悪者滅亡の祝いを招くと想像できる。※プリム祭

は悪の滅亡と善の勝利を象徴する終末事件の予表イベント。 

●まとめ ①「キーワードが成就しない」とするポイントは二つ。一つ

は交差/近接して「相当する否定語（ここではプリム）」の出現、あと一

つは「暗号化されていない（無暗号）」こと。②このサイトで解説してき

た、いろいろな暗号が「DS壊滅直前」「神の再介入（再臨）直前」を示

唆している。敵対勢力の勝利目前での壊滅を「無暗号という暗号」が

語っているかもしれない。◆そして敵の壊滅状況は「DS間の同士討

ち（仲間割れ/裏切り/寝返り等）」になりそうだと私は予想している。た

だ、そのタイミングは「人類的に全く希望を失った時（人間が自分の

力で勝利したと勘違いしないために）」、敵の悪が極限に達した時、

信仰者たちが全てを投げ出して主に頼る状態になった時だろう。                                
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◇補足：人類歴史の最終日、敵は「同士討ち」で滅ぶ  

唐突だが、この場で敵の滅亡についての考えを書いておく。昨今、

人類歴史の最後を意識する。ルカの福音書は言う、「12:56偽善者

よ、あなたがたは天地の模様を見分けることを知りながら、どうして今

の時代を見分けることができないのか。 12:57また、あなたがたは、な

ぜ正しいことを自分で判断しないのか。」と。世界情勢を「自分で判断

せよ」との示唆。多くの者が他人の情勢判断に従うことで、命を失っ

てしまうことの暗示か。◆エレミヤ13:13その時、あなたは彼らに言わ

なければならない、『主はこう言われる、見よ、わたしはこの地に住む

すべての者と、ダビデの位に座す王たちと、祭司と預言者およびエ

ルサレムに住むすべての者に酔いを満たし、 13:14彼らを互に打ち

当てて砕く。父と子をもそのようにすると、主は言われる。わたしは彼

らをあわれまず、惜しまず、かわいそうとも思わずに滅ぼす』と」。◆実

は旧約のイスラエルの敵について、「同士討ちによる敗北/滅亡」の

記述が多いのだ。大バビロン帝国も支配下の王たちの同士討ちで滅

亡した（と聞く）。旧約の稀代の悪女イゼベルも自分の宦官たちに高

所から突き落とされ犬の餌となり消滅した。これらの出来事は人類の

終末への明白な予象であり、人類の敵は「奇跡的な同士討ち」に

よって滅亡すると私は考える。◆その他の例、サムエル記上14:18-

21「神の箱」 14:19 サウルが祭司に話しているうちにも、ペリシテ軍

の陣営の動揺はますます大きくなっていった。サウルは祭司に、「もう

よい」と言い、14:20 彼と彼の指揮下の兵士全員は一団となって戦場

に出て行った。そこでは、剣を持った敵が同士討ちをし、大混乱に

陥っていた。（注:敵を前にして、ペリシテ軍内で同士討ち、殺し合っ

ている）。◆その他の例、士師記 第7章1-25節 「主の精鋭」 士師ギ

デオン率いるイスラエル軍と敵ミディアン軍の戦い。最初は味方十三

万五千対敵三万二千。主による軍勢の削減が行われ、三万二千か

ら一万人に絞られ、更に精鋭三百人に絞られた。（イスラエルを救っ

たのが人間の力でなく、主なる神の力であることが明白になるため）。

※精鋭は「水をなめた三百人」なのか「屈んで水をすくって飲んだ

者」なのか、多少の議論があるが。・・・ ギデオンは一人の男の夢の

話を聞く。「わたしは夢を見た。大麦の丸いパンがミディアンの陣営に

転がり込み、天幕まで達して一撃を与え、これを倒し、ひっくり返し

た。こうして天幕は倒れてしまった。」これに確信を得たギデオンは、

このミディアン人の恐れの思いを利用した作戦を実行し、同士討ちを

起こさせて見事に敗走させることに成功した。◆その他の例、Ⅱ歴代

誌20章「主の戦い」 ヨシャファテがユダの民の信仰を堅くし国を治め

たときに、モアブ人、アモン人、エドム人の連合軍が攻め上って来た

がユダ国の武力は弱かった。ユダの民は主の助けを求め、ヨシャファ

テは主に祈った。・・・主はヤハジエルを通してヨシャファテとユダの民

に、「恐れるな、この戦いはお前たちの戦いではない、主の戦いだ、

お前たちは堅く立って、あなたがたとともにおられる主の救いを見よ」

と語られた。ヨシャファテは主を礼拝し御告げの通りに出陣をした。こ

れは奇妙な軍隊で、聖歌隊が先頭となる陣形だった。聖歌隊が賛美

を続けると、突然、敵陣の背後から伏兵が敵を攻撃し、敵は同士討

ちを始め、ユダ軍は全く戦わずに勝利をおさめた。 

◇補足：無暗号という暗号が示すこと  

更に唐突なのだが「無暗号」の解説をしておく。「世界通貨」「統一通

貨」「仮想通貨」「暗号通貨」「電子マネー」「グレートリセット」など・・

私はかなり以前から金融リセット関係の単語を調べていた。しかし殆

ど関係単語がヒットしない。いや今のところ一個もヒットしていない。

「仮想通貨」は実際に存在しているのに簡単にはヒットしない。その他

の単語も在りそうなのにヒットしない。◆今まで何千の単語を調べた

が、これら一連の関係単語だけ、「意地でも暗号化しない」「絶対に見

つからせない」といった意思でもあるかのようだ。◆暗号検索技術が

稚拙で、対象語句が見つからないのであれば、話は簡単だ。しかし、

本当に「単語がない＝暗号化されていない」としたら、その理由は何

なのか？◆「金融リセット」は、技術的にはもう完全実現に手が届きそ

うだ。それでいて無暗号なのは、時間的に単語事象の成就直前には

あるが、実際の成就を暗号が否定している可能性がある。わかりにく

いだろうが、例えば「地球爆発」との暗号が存在したとする。存在する

ということは、いずれ成就の瞬間が訪れることを意味してしまう。この

観点からして「金融リセット」は起こりそうなのだが、無暗号という暗号

を通して「実際には起こらない」との暗号表現としたのかもしれない。 


